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本日の説明内容

Ⅰ 外国語科改訂のポイント

Ⅱ 授業改善の視点①言語活動の充実

Ⅲ 授業改善の視点②

全国学力・学習状況調査問題の活用

Ⅳ 移行期間の対応

Ⅴ 学習評価について
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今後の学習指導要領改訂に関するスケジュール

２６年度
（2014）

２７年度
(2015）

２８年度
(2016）

２９年度
(2017）

３０年度
(2018）

３１年度
(2019）

３２年度
(2020）

３３年度
(2021）

３４年度
(2022）

小
学
校

中
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校

高
等
学
校

改
訂

29

・３
・
31

改
訂

中
教
審
諮
問

26

・
11

・
20

答
申

28

・
12

・
21

周知・
徹底

周知・
徹底

周知・
徹底

使用開始教科書検定 採択・供給

３２年度～全面実施移行期間

使用開始教科書検定 採択・供給

使用開始教科書検定 採択・供給

移行期間

移行期間

３３年度～全面実施

３４年度～年
次進行で実

施

東京オリンピック
パラリンピック

幼
稚
園

中教審における検討

論
点
整
理

27
・
8
・
26

審
議
ま
と
め

28
・
8
・
26

周知・
徹底 ３０年度～全面実施

特別支援学校学習指導要領（幼稚部及び小学部・中学部）についても、平成29年４月28日に改訂告示
を公示。
特別支援学校学習指導要領（高等部）についても、高等学校学習指導要領と一体的に改訂を進める。
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学びを人生や社会に
生かそうとする
学びに向かう力・
人間性等の涵養

生きて働く
知識・技能の

習得

未知の状況にも
対応できる

思考力･判断力･表現力
等の育成

【主体的な学び】
学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形

成の方向性と関連付けながら、見通しを持って粘り
強く取り組み、自己の学習活動を振り返って次につ
なげる「主体的な学び」が実現できているか。

【対話的な学び】
子供同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考

え方を手掛かりに考えること等を通じ、自己の考えを広げ
深める「対話的な学び」が実現できているか。

【深い学び】
習得・活用・探究という学びの過程の中で、各教科等の

特質に応じた「見方・考え方」を働かせながら、知識を相
互に関連付けてより深く理解したり、情報を精査して考え
を形成したり、問題を見いだして解決策を考えたり、思い
や考えを基に創造したりすることに向かう「深い学び」が
実現できているか。

【例】
・ 学ぶことに興味や関心を持ち、毎時間、見通しを
持って粘り強く取り組むとともに、自らの学習をま
とめ振り返り、次の学習につなげる

・ 「キャリア・パスポート（仮称）」などを活用し、
自らの学習状況やキャリア形成を見通したり、振り
返ったりする

主体的・対話的で深い学びの実現
（「アクティブ・ラーニング」の視点からの授業改善）について（イメージ）

【例】
・ 実社会で働く人々が連携・協働して社会に見られる課題を解決
している姿を調べたり、実社会の人々の話を聞いたりすること
で自らの考えを広める

・ あらかじめ個人で考えたことを、意見交換したり、議論したり、
することで新たな考え方に気が付いたり、自分の考えをより妥
当なものとしたりする

・ 子供同士の対話に加え、子供と教員、子供と地域の人、本を通
して本の作者などとの対話を図る

【例】
・ 事象の中から自ら問いを見いだし、課題の追究、課題の解
決を行う探究の過程に取り組む

・ 精査した情報を基に自分の考えを形成したり、目的や場面、
状況等に応じて伝え合ったり、考えを伝え合うことを通して
集団としての考えを形成したりしていく

・ 感性を働かせて、思いや考えを基に、豊かに意味や価値を
創造していく

「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った授業改善を行うことで、学校教育における質の高い学びを実現し、学習
内容を深く理解し、資質・能力を身に付け、生涯にわたって能動的（アクティブ）に学び続けるようにすること
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Ⅰ 外国語科改訂のポイント

外国語の学習においては，語彙や文法等の個別

の知識がどれだけ身に付いたかに主眼が置かれる

のではなく，児童生徒の学びの過程全体を通じて，

知識・技能が，実際のコミュニケーションにおいて活

用され，思考・判断・表現することを繰り返すことを

通じて獲得され，学習内容の理解が深まるなど、資

質・能力が相互に関係し合いながら育成されること

が必要である。

「改訂の要点」から

「中学校学習指導要領（平成29年告示）解説」 Ｐ．７
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Ⅰ 外国語科改訂のポイント

「中学校学習指導要領（平成29年告示）解説」 Ｐ．１０
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Ⅰ 外国語科改訂のポイント

外国語科の目標

【知識及び技能】
(1)外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどを理解するとと
もに，これらの知識を，聞くこと，読むこと，話すこと，書くことに
よる実際のコミュニケーションにおいて活用できる技能を身に付ける
ようにする。

【思考力，判断力，表現力等】
(2) コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的
な話題や社会的な話題について，外国語で簡単な情報や考えなどを理
解したり，これらを活用して表現したり伝え合ったりすることができ
る力を養う。

【学びに向かう力，人間性等】
(3) 外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話

し手，書き手に配慮しながら，主体的に外国語を用いてコミュニケー

ションを図ろうとする態度を養う。

これらの資質・能力の育成していくために→授業改善 11



Ⅰ 外国語科改訂のポイント

外国語で表現し伝え合うため，外国語やその
背景にある文化を，社会や世界，他者との関わ
りに着目して捉え，コミュニケーションを行う目
的や場面，状況等に応じて，情報を整理しなが
ら考えなどを形成し，再構築すること。

「中学校学習指導要領（平成29年告示）解説」Ｐ．１０

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方

「見方・考え方を働かせる目的 見方・考え方①

見方・考え方②
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Ⅰ 外国語科改訂のポイント
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Ⅰ 外国語科改訂のポイント

「中学校学習指導要領（平成29年告示）解説」Ｐ．２９～８１
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Ⅰ 外国語科改訂のポイント

単元など内容や時間のまとまりを見通して，その中で育

む資質・能力の育成に向けて，生徒の主体的・対話的で

深い学びの実現を図るようにすること。その際，具体的な

課題等を設定し，生徒が外国語によるコミュニケーション

における見方・考え方を働かせながら，コミュニケーション

の目的や場面，状況などを意識して活動を行い，英語の

音声や語彙，表現，文法の知識を五つの領域における実

際のコミュニケーションにおいて活用する学習の充実を図

ること。

「指導計画の作成と内容の取扱い」から

「中学校学習指導要領（平成29年告示）解説」Ｐ．８２
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Ⅱ 授業改善の視点①言語活動の充実

小学校外国語活動・外国語科では

言語活動は、「実際に英語を用いて互いの考えや気持ちを伝え合う」活動を意味する。したがっ

て、外国語活動や外国語科で扱われる活動がすべて言語活動かというとそうではない。（中略）

例えば、発音練習や歌、英語の文字を機械的に書く活動は、言語活動ではなく、練習である。練

習は、言語活動を成立させるために重要であるが、練習だけで終わることのないように留意する

必要がある。

『小学校外国語活動・外国語研修ガイドブック』

言語活動の特徴

①目的・場面・状況がある。
②考えなどを表現したり、伝え合ったりしている。
③ ②のための「英語」も生徒が思考・判断している。
④ 「ターゲットセンテンス」以外の英語もおのずと使用
している。
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Ⅱ 授業改善の視点①言語活動の充実
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Ⅱ 授業改善の視点①言語活動の充実
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Ⅱ 授業改善の視点①言語活動の充実
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Ⅱ 授業改善の視点①言語活動の充実

指導例 （本年度英語教育推進リーダー研修で行われたもの）
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